
小売業から転身…福祉の資格を現場で活かしたい

それまで勤めていた会社（接客サービス業）を退職するにあたって、持っている資格

（介護福祉士）を活かそうと思い、福祉関係の仕事を探していました。

同じ時期に家の近所に特養ひなたが新しく出来るということを偶然に知り、職員募集の

説明会に行こうと思ったのが最初のきっかけです。

お一人お一人の生き方を尊重して寄り添って

私の所属するグループホームは定員が9名です。各入居者の方々一人一人に合った食事・

入浴など生活一般に関する日常動作の介助などを主におこなっています。

その他にもその人らしい生き方を尊重し、家庭での生活に近い環境にすることを心掛け

ています。今はデイサービスが併設されている為、新しい業務（送迎等）も少しずつ

増えてきています。

時折のハッとするほどの鮮明な良い表情が嬉しくて

認知症の症状が進み、どんな対応をしても反応が悪く表情の乏しい方がいたのですが、

本当に時折、ハッとするほど鮮明に良い表情を見せることがありました。その時によ

って様々な要因があったからだと思いますが、私の声かけに反応し、笑顔を見せてく

れたこと、今でもとても嬉しく印象に残る出来事としてよく覚えています。

尊い仕事、将来も誇りと自信をもって

今年から始まったデイサービスの業務をより充実させると共に、グループホームの

利用者・デイサービスの利用者、両方の方々が気持ち良く笑顔で過ごせるように日々

考え、努めていきたいと思っています。

介護はきつく大変な仕事だと言われています。でも確かにやりがいを感じる尊い仕事

でもあります。将来も変わらず誇っていけるよう､自信を持って頑張っていきたいです。

私の声かけに…ハッとするほど良い表情

介護はやりがいのある尊い仕事。。誇りです
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